
本号の編集にあたって

1956年ダートマス会議において“Artiˆcial Intelligence（人工知能）”の研究分野としての歴

史が始まりました。その後1960年代までは，記号で表された論理演算を基盤とする第 1 次 AI
ブームが成果を上げていきました。1980年代にはエキスパートシステムやニューラルネット

ワークに代表される知識表現が AI 研究の中心となり，第 2 次 AI ブームが訪れました。そして

現在，ディープラーニングの発明がブレイクスルーとなり，ビッグデータの利活用やディープ

ラーニング研究の急速な普及と進化を受けて第 3 次 AI ブームの真っ直中にいます。マスメディ

アで AI の文字を見かけない日がないほど様々な分野で AI が導入されており，AI に対する期待

はますます高まっています。

本号では「AI とビッグデータ」と題しまして，地盤工学分野における AI 及びビッグデータ

の利活用の状況や最新の研究事例，今後の課題等について特集しました。総説では，第 3 次 AI
ブームの特徴や AI 及びビッグデータの活用事例，今後の課題などについて執筆いただいていま

す。2 編の論説では，AI や機械学習，ディープラーニングに関して，基礎から応用に至るまで

解説されています。5 編の報告では，AI 及びビッグデータを地盤工学分野に適用した事例とし

て，画像中の物体識別やイメージング，地盤定数の同定や地盤構造の推定，地すべり地形の抽出，

地盤情報の空間推定とその利用方法，危険斜面抽出手法の検証について執筆いただきました。

本号の特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。

今 泉 和 俊（いまいずみ かずとし)

地盤工学会のホームページ URL https://www.jiban.or.jp/

国際地盤工学会ホームページ http://www.issmge.org/
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